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は しが き

本研究 の 目的 は、毛様体筋 の張力維持相 に必要 なCa2+イ オ ン流入経路 の本体 を明 ら

か にす る ことにあった。われわれ はまず 、単離毛様体筋細胞 にお ける全細胞膜電 位固

定法 による実験 を行 い、この平滑筋細胞 に、ムスカ リン受容体刺 激 に伴 い開 口す る少

な くとも2種 類 の非選択性 陽イオ ンチ ャネル(NSCC)が 存在す る ことを明 らか に した。

各種 陽イオ ンにつ いて の比透 過性 や開 閉カイ ネテ ィクス の違 いによ り明 らか に区別

され るこれ らのNSCCは 、いず れ もCa2+を かな りよ く透過す るす るので 、電位依存性

Ca2+チ ャネルな ど、他の多 くの平滑筋組織 に存在 す るタイ プのCa2+チ ャネル をほ とん

ど発現 してい いな い ことで知 られ る毛様体 筋 にお いて 、主要なCa2+流 入経路 を形成す

る可能性 が十分 に考 え られ る。

ところで近年 、もともとショウジョウバエ複 眼にお ける光 受容メカニズムの研 究の過程 で発

見されたtrp型 陽イオンチャネル の類 似体が哺乳動物でも続 々と発見され 、そのあるものは、

ムスカリン受容 体を介 した調節を受 けるNSCCを 形成することが知 られるようになった。そこ

でわれわれは、RT・PCR法 によるmRNAの 検 索を行 い、ウシや ブタの毛様体 筋においても

複数のtrpチ ャネル(trp1,trp3,trp4お よびtrp6)が 発 現していることを確認 し、それらの全

cDNA配 列 を決 定することに成功 した。目下、これらのtrp型 陽イオンチャネル と上記 のよう

な電気生理学的実験 によって捉 えられたNSCCと の関連を検討 しているところである。

これ らの成果 の一部 は、添付の原著論文別刷 に記述 してあ る。なお 、本研 究 の もう
一つの 目的で あるNSCCに 特異的 に作用す る天然毒素の探索 は

、本研究 に先立つ5年

間(1996-2000年)に 代 表 者 が 日本 学 術 振 興 会 未 来 開拓 プ ロ ジ ェ ク トの ひ とつ

(RFTF96LOO504)に コ アメ ンバー として参 画 した際 に開始 した研 究 内容 の一部 を敷術

した形 にな って いる。本報告書 の巻末 に添付 して あるの は、 これ らの研 究全体 の流れ

を通観する 目的で代表者が したためた英文 の報告書体 の一文(抜 粋)で 、そ こにはtrp

遺伝子関係 の未発 表デー タの0部 も収録 してあ る。

なお、研 究代表者 は平成13年10月1日 付で名古屋大学 か ら旭川医科大学 に転勤 し

た。そのため、第2年 度 のは じめに0部 の共 同研 究者 の交代 があった ことを付記す る。
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